
鎌倉市における地方創生（地域版総合戦略策定）イメージ

目指すべき人口を維持するための施策の検証・見直し
• 類似都市を抽出し、都市間競争に勝つための戦略
• 減少抑制のための施策立案
（結婚、出産、子育て、教育、居住環境、就労環境等）

基礎条件（人口） 基本方針
将来に向け地域の特性を生かしながら、次世代の鎌倉を支える年少
人口の確保に努め、少子高齢社会の進行への対応準備を行いつつ、
年齢構成バランスに配慮し、総人口の緩やかな減少にとどめます。

具体化

人口ビジョン

鎌倉市版総合戦略策定

総合計画第3期基本計画（平成26～31年度）

RESAS
（地域経済分析システム）

人口動態（これまでの傾向を分析）

人口推計（今後の傾向を予測）

他自治体（都市圏・地方圏・隣接市・移動の多い市など）

鎌倉市の現状（人口）分析

比較・分析

ビックデータの分析

• 人権を尊重し、人との出会いを大切にするまち
• 歴史を継承し、文化を創造するまち
• 都市環境を保全・創造するまち
• 健やかで心豊かに暮らせるまち
• 安全で快適な生活が送れるまち
• 活力ある暮らしやすいまち

将来都市像を実現するための施策・前期実施計画（h26～28）年度

まち・ひと・しごとに関する基本目標と基本的方向
人口ビジョンを達成するために必要な具体的施策・ＫＰＩ（重要業績指標）

検証・見直し

まち・ひと・しごと創生懇話会の役割

• 人口ビジョン実現のための施策（実施計画）
の検証及び見直し（意見聴取）

• ＫＰＩ（重要業績指標）の設定（意見聴取）
• 鎌倉市版総合戦略の進行管理（意見聴取）


